	（８）本をやぶいたら…～お店のものはだれのもの？～
	２
	お店は、どんなところ？～消費者入門～

	
	□封筒⑧　□ワークシート（8）



	１　この学習のねらいについて

	店舗にある商品は、店舗の大切な資産であり、「売り物」ですが、消費者は、それを手に取り、購入の検討をしている段階では、契約もしておらず、その所有権は自分にはありません。本教材では、店舗にある商品の扱いを通して、お店で困ったことがあったときには、人に相談するという習慣を身に着けさせます。売り物を傷付けるということは、人の資産を傷つけたことになります。傷つけられたものは不良品で、売ることができません。商品は、大事に扱う必要があるのです。しかし、何らかの都合で汚したり、壊したりした場合には、隠すなどといったことはせず、お店の人やお家の人などに相談することが大切であることに気付かせます。



	２　学習前の準備と指導の見通し等

	封筒⑧：[１]破いたがまぐち・[２]破れた本
・[３]本・[４]逃走・[５]相談
・[６]買取
ワークシート：（８）





⑧[１]破いたがまぐち　⑧[２]破れた本　　⑧[３]本





⑧[４]逃走　　⑧[５]相談　　⑧[６]買取
	活用場面：自活・道徳

	
	○指導の見通し○
本屋さんには、さまざまな本が売られています。１冊の本を見ていたらうっかり落としてしまい、破れてしまいました。
↓
売っているものを傷つけると、売り物にならなくなる。
↓
だまっていてはお店に迷惑がかかるので、大人に相談する。



	３　児童の実態と段階別目標

	
	学習前の子供の様子
	目標

	A
	・ひとりで買い物（お使い）をした経験がない。

	・傷ついた商品を買ったら、嫌な気持ちになることに気付ける。
・困ったという意思表示ができる。

	B
	・ひとりで買い物（お使い）をした経験がある。
・困ったことがあっても、知らない人に、そのことを言うことができない。
	・傷ついた商品は、お店側では売れないことが分かり、商品を大事に扱おうとする。
・困ったことがあったとき、黙って立ち去らず、店員に言える。

	C
	・お小遣いやお年玉など自分で使えるお金を持っている。
・トラブルに巻き込まれると、ごまかすことがある。
	・商品を傷つけたときは、その事実を店員や家族に言って、どうしたらよいか相談できる。
・商品はお店の大切なもので、壊れたり破れたりすると売り物にならないことが分かり、大事に扱うことができる。



	指導例

	活　動　内　容
	指導のポイント

	1 本時の学習内容を知る。

１冊の本を見ていたらうっかり落としてしまい、破れてしまいました。本屋の店員さんに正直に言うべきか？そっと隠してその場を立ち去るか？どうしたらいいか考えました。




2 破れた本はどうなるのか、考える。


3 学習問題を知る。
売っている本をやぶいてしまったらどうしますか。



4 自分だったらどちらにするか選び、ロールプレイングをしながら選んだ行動の理由を考えさせる。
	やぶいたら
	１
	２
	３

	
	隠して逃げる
	相談
	買う

	理由
	・しかられる
	・悪いことをした
のであやまる
・いっしょにあや
まってもらう
・おかねがない
	・自分が悪い
・破いたのは
自分


5 まとめをする。
○商品を破いたり壊したりすると売れなくなり、お店が損をするので、商品を大事に扱う。
○きずつけてしまったら、お家の人やお店の人に正直に話す。




	□破いたがまぐちのカードを提示しながら話を聞かせ、子供にイメージをもたせましょう。









□絵カードを学習問題の下に貼り換えます。
□理由が言える子どもには、理由も述べさせましょう。
□お店の人に言った場合と、言わずに逃げた場合について考えさせましょう。ロールプレイングの際には、３つの場合を見せ、どれが良かったか考えさせるとよいです。
ポイント
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・売っているものは、
きずつけないように、
だいじにあつかう。
・きずつけてしまったときは、お店の人やお家の人にしょうじきはなす。
・しかられる　　・わるいことを　　　・自分が悪い
したのであやまる　・やぶいたのは
・いっしょに　　　　　自分
あやまってもらう
・お金がない
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売っている本をやぶいてしまったらどうしますか。

やぶれた本は、どうなるでしょう




売ることが…　　　　　　売ることが…
買ったら…　　　　　　　知らずに買ったら…
やぶれていない本は…　　やぶれた本は…
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